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１ 教育研究の内容
日本唯一の野生鳥獣対策・雑草防除に関する研究センターとして、自然に暮らす生き物と人間との間に生じ

た人間活動に起因する軋轢、特に雑草と野生鳥獣が引き起こす問題を、化学的・生物的なアプローチから解

決に向けて取組を行い、その成果を社会に還元する研究をおこなっている。

・植生マネジメント部門：難防除雑草の制御法に関する研究
・野生鳥獣管理部門：野生鳥獣と人との軋轢の解消及び生態系保全の研究
・地域資源開発部門：高齢化・過疎化が進む里山の生態保護・管理方法の研究



２ 大学改革との関連性

“地域に学び、地域に返す、大学と地域の支え合い”という基本姿勢の下で、地域の「知の拠点」としての変

革をリードするため、４つのVision及び５つの重点戦略に基づき、地域志向研究を活性化し地域イノベー

ションの創出を目指すとしている。

また、中期計画・中期目標において、『地域イノベーション創出の知の拠点として、分野融合的な研究を発

展させる』に該当し、研究の成果は農作物に寄生する雑草防除及び高齢化する里山集落における雑草駆除や

鳥獣被害軽減への対応などの点で貢献が期待される。



３ 計画・設計の概要
■ 整備の方針及び施設整備の効果



３ 計画・設計の概要



４ 教育研究の持続発展性

里山の高齢化・過疎化による耕作放置地は、景観悪化や鳥

獣被害を助長するため、雑草管理法を地域住民と協働して研

究することにより、効率的かつ省力的な雑草管理法の開発及

び普及に期待できる。

植物ホルモンの一種であるストリゴラクトンの単離・構造

解析により、植物生産性を向上やアフリカ等のイネ科農作物

等の生産性に壊滅的な被害を与えている根寄生植物を制御す

ることが可能になると期待されています。

国交省関東地方整備局と大学としては全国で初めて全国的

に問題である国道における雑草対策に関する共同研究の締結

を行い、低コストで手間のかからない道路維持管理法の実証

実験を行い、新しい技術を全国に発信することが期待されて

いる。

地域住民との除草活動状況

板張りの遮陽壁による雑草繁茂対策

根寄生植物に寄生されたニンジン



５ 教育研究の実績
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